
令和 3 年 4 月 8 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

活動内容の追加コメント

・人参の選別をしている様子

・人参の選別後、袋入れをしている様子

＜成果＞

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

・作業分担した際、作業の選り好みをしなくなると助かります。

実施日程：ほぼ毎日

実施した生産活動・施設外就労の概要：野菜の袋入れ及び梱包

利用者数：５名

・作業は、①袋詰め、②選別、③段ボール詰め作業などに分担して行っていますが、各人がそれぞれ全体の流れを見

ながら作業を行えるようになりました。

地域にとってのメリット：作業内容を指示する際、A型の職員が中に入るため、指導の手間がかからない。

対象者にとってのメリット：対象者にとっても、日頃から口にしている食材を扱っ

ているため、消費者目線で作業を遂行できるようになる。

連携先企業名 株式会社　スパコラ 担当者名 ナビン

電話番号 ０６－６４２８－８１６６ 対象年度 令和２年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

実施した結果：地域のスーパー等に新鮮な野菜を届けることができた。

得られた成果：野菜の検品時、消費者の立場になって、自分が購入者になった場面

を想定することにより、丁寧な作業を覚えることができた。

課題点：野菜を段ボールに梱包する際、野菜の大きさや種類ごとに異なった入り数

になるため、自分たちで決められず、職員に支持を仰ぐ場面も見られた。

地域連携活動のねらい：野菜の袋入れ及び梱包作業を通して、地域に新鮮な野菜を

届けることで、食卓に上がるまでの過程を学ぶことができ、その上で地域に貢献し

ている作業だということを理解していただく。

・納品に至るまでの作業に確実性が増せば、他の種類の野菜の選別作業を依頼されることが期待できます。

活動場所：潮江４丁目

住　所 尼崎市名神町３－１０－２１ 管理者名 乾　辰治

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 共栄 事業所番号 2813005127

別 紙 ●


